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質問内容 
1.業務内容の把握 

1.1.「セキュリティ業務」の位置付けとして現在行っている業務内容 

1.2.「セキュリティ業務」を兼業で実施している場合には兼業の業務内容 

1.3.「セキュリティ業務」を遂行するにあたっての研修などの教育有無 

1.4.「セキュリティ業務」を行う環境（体制） 

2.経験談 

2.1.「セキュリティ業務」を実施していて苦労した経験 

2.2.「セキュリティ業務」をしていてよかった経験 

2.3.「セキュリティ業務」をしていて悩んだ経験 

2.4.「セキュリティ業務」に着任しての処遇変化 

2.5.自社のセキュリティ維持向上に効果が出たという取り組み 

3.キャリアパス 

3.1.「セキュリティ業務」についたきっかけ(つきたいと思ったきっかけ) 

3.2.「セキュリティ業務」前に行っていた業務内容 

3.3.「セキュリティ業務」についたことによるキャリア（観）への影響 

 

本質問をベースにインタビューを行った。しかし、インタビューを受けた関係者の実態

と合わないこともあり、一部質問をまとめるなどをしている。このインタビュー内容の変

更も各企業の特徴が出た結果と考えられる。 

 

 

資料本編について 
 資料本編には、各企業へインタビューをした内容も併せて記載予定である。インタビュ

ーの内容がセキュリティの業務に気づきを与えることができれば幸いである。また、今回

の調査結果をもとに上期との比較だけでなく、インタビュー内容をもとに広く分析を検討

している。JTAG のキャリアデザインワーキンググループとして、セキュリティエンジニア

だけにフォーカスを当てるのではなく、『プラス・セキュリティ人材』のキャリアデザイン

を考察していく予定である。 

  

※本編発表は 5 月を予定しており、今回の現状報告の内容から一部修正する可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 日本ネットワークセキュリティ協会 

情報セキュリティ教育事業者連絡会（ISEPA） 

2019 年 4 月 26 日 

 
＜お問合せ先＞ 
 
JTAG 事務局（JNSA 内）jtag-sec@jnsa.org 
 


